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論 文 内 容 の 要 旨 
1925（大正 14）年の市域拡張により、大阪市は人口・面積とも日本最大の都市となり、その躍進
は｢大大阪｣と讃えられた。都市を取り巻く熱狂は文化面にも及び、この時期の大阪では、独自に培っ
た伝統と、欧米の文化が融合したモダニズム文化が花開いた。本論文ではその具体例としてお茶屋の
芸者で構成されていたダンスカンパニー「河合ダンス」を取り上げ、その活動を通して、大阪に育ま
れたモダニズム文化や欧米芸術移入の様相を考察していく。 
河合ダンスとは大阪宗右衛門町にあるお茶屋「河合」を母体とするダンスカンパニーのことで、店
の主人河合幸七郎によって 1921（大正 10）年に創設された。芸者がバレエやタップを踊り、ジャズ
演奏もする新しさが｢モダン｣と持て囃され、河合ダンスは大阪以外でも、東京の帝国劇場や愛知の御
園座等で公演し、人気を博した。 1933（昭和 8）年には、東京松竹少女歌劇団と合同公演「春のお
どり」を行い、高いダンステクニックで評価されたが、1936（昭和 11）年以降活動は休止状態に陥
り姿を消していった。なお現段階では河合ダンスの一般的な知名度は極めて低く、研究も途上にある。
従って大阪モダニズムという時代背景のもと短期間ではあるがばかりの特異な芸術集団として活躍
した河合ダンスの姿を明らかにすることも本論文の目的の一つである。 
第一章では河合ダンスの誕生から発展までを新聞記事や河合ダンス機関紙『河合ダンスグラヒッ
ク』、公演広告等をもとに詳述し、第 2 章では河合ダンスのパフォーマンスについて、演目、演目紹
介、批評、画像を基に考察を行った。第三章では、河合ダンスが誕生し発展するにいたる当時の時代
背景を「花柳界の近代化」、「少女歌劇ブームの台頭」、「世界的なダンスムーヴメント」を切り口に考
察し、第四章では河合ダンスが終焉に至るまでを「大阪でのダンスホール取締り令」と経済破綻によ
る「大大阪の衰微」に着目し論考している。結びでは、大阪に育まれたモダニズム文化への見解を取
りまとめ、加えて河合ダンスと大阪独自の文化創造の伝統との関係についても言及している。富裕な
商人が芸術振興のパトロンとなる旦那衆文化が河合ダンスを育む一方で、河合ダンスの芸者ダンスカ
ンパニーからの脱却（本格的なダンスカンパニーへの移行）を困難なものとした点を挙げ、この矛盾
から近代以降の日本の文化状況における、大大阪の可能性と限界点を読み取れるのではないかと論述
を試みた。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
本論文は、近代大阪芸能史上に特異な足跡を残したにもかかわらず、従来の研究史においてほとん
ど省みられることのなかった芸能集団、ダンスカンパニー「河合ダンス」の活動に焦点を当て、当時
の資料に基づきつつ大阪モダニズム文化を照射することを意図して執筆された論文である。 
まず第一章では河合ダンスの誕生から発展までを新聞記事や河合ダンス機関紙『河合ダンスグラヒ
ック』、公演広告等をもとに詳述する。具体的には、大阪宗右衛門町にあるお茶屋「河合」を母体と
して出発したダンスカンパニーが、大阪のみならず東京にも進出する中で、「芸者によって構成され
たダンスカンパニー」というバイアスのかかった批評にさらされながら次第にダンスカンパニーとし
て認知されていく過程、およびその活動の実態・諸問題を、当時の雑誌・新聞記事等によって考察し
ている。 
第二章では河合ダンスの演目を当時の評論・画像等のデータをもとに再構成・分析し、そのパフォ
ーマンスに読み取れる特質に関して以下の三点を指摘する。第一点は、河合ダンスが欧米のダンスを
いち早く貪欲に吸収し日本に新たなダンス文化を打ちたてようと務めたこと、第二点は、女性芸能者
に対する性的視線を遮断するためのイメージ戦略―「性的要素の払拭」「無邪気さの強調」―、第三
点は、大阪モダニズム文化に特徴的な「和洋折衷」という発想である。 
第三章では、河合ダンスを「花柳界の近代化」、「少女歌劇ブームの台頭」、「世界的なダンスムーヴ
メント」という観点から考察し、当時の時代背景・文化状況における河合ダンスの位置づけを試みて
いる。 
 第四章では河合ダンスが終焉に至るまでを第一章と同じ手法で詳述し、その要因を「大阪でのダン
スホール取締り令」「モダン都市大阪の衰微」にもとめ論述している。 
本論文は大阪モダニズムという時代背景のもと一時期脚光を浴びながら、その後忘却されていった
「河合ダンス」の全容を、独自に発掘した資料等をも踏まえて明らかにしようと試みた意欲的な論考
である。「河合ダンス」を日本近代芸能史において位置づけるにあたっての理論的枠組の強化ならび
に、日本文化の近代化に関する先行研究へのさらなる周到な目配りが望まれるなど、今後の研究の深
化・発展に待たれる課題はあるが、まとまった研究がほとんどなされていない「河合ダンス」の活動
を概観できる本論文は、大阪のモダニズム研究等にも新たな光を当てる一助となりうる意義のある論
文であると判断した。 
